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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
挿入部の先端内に配置された固体撮像素子の後側に隣接して、二枚の回路基板が互いの間
に間隔をあけて上記固体撮像素子の撮像面と略平行の向きに並列に配置された電子内視鏡
の先端部において、
　上記二枚の回路基板の側縁に半円形状の切り欠きが複数対形成されると共に、上記二枚
の回路基板を連結するための複数の支柱が各々半円形状の断面形状に形成されて、上記切
り欠きに側方から嵌まり込む状態に係合する溝が上記各支柱の両端近傍の円周面部分に形
成され、上記各支柱の溝を上記各回路基板の切り欠きに嵌め込むことにより、上記各支柱
の平面部分が上記回路基板の側縁とほぼ同面になって上記支柱が上記回路基板の側縁から
外方に突出しない状態で、上記複数の回路基板が機械的に連結されると共に、上記二枚の
回路基板の各々に形成された電気回路間が上記支柱により電気的に接続されることを特徴
とする電子内視鏡の先端部。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、挿入部の先端に固体撮像素子が内蔵された電子内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】
電子内視鏡においては一般に、挿入部先端に設けられた対物光学系による被写体の結像位
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置に固体撮像素子の撮像面が配置され、駆動回路その他の電子回路が搭載された回路基板
が固体撮像素子の後側に隣接して配置されている。
【０００３】
そのような電子内視鏡の先端部においては、回路基板のために挿入部先端の径が太くなっ
てしまわないように、固体撮像素子の前面投影形状から回路基板が出っ張らないようにし
ており、その結果、回路基板が複数枚になる場合が少なくない。
【０００４】
そのような場合、従来の電子内視鏡の先端部においては、複数の回路基板が、固体撮像素
子の撮像面と略平行の向きに並列に配置されて、リード線によって電気的及び機械的に接
続、連結されている（例えば、特公平４－３８４１８号公報）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述のように並列に配置された回路基板をリード線によって接続する作業は半田付けによ
って行われるが、複数の回路基板間の位置関係が安定していないため作業性が悪く、作業
に時間と手間がかかると共に、複数の回路基板間の位置ずれが発生して挿入部先端への組
み込み（厳密にはシールド環への組み込み）がスムーズに行えない等の不都合が発生して
いた。
【０００６】
そこで本発明は、固体撮像素子の後側に隣接して並列に配置される複数の回路基板を正確
な位置関係に容易に連結して電気的接続も同時に行うことができる電子内視鏡の先端部を
提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の先端部は、挿入部の先端内に配置され
た固体撮像素子の後側に隣接して、複数の回路基板が固体撮像素子の撮像面と略平行の向
きに並列に配置された電子内視鏡の先端部において、複数の回路基板の側面に位置を合わ
せて複数対の切り欠きを形成して、切り欠きに側方から係合する溝が両端近傍に形成され
た導電性の複数の支柱により複数の回路基板を機械的に連結すると共に、複数の回路基板
の各々に形成された電気回路間を支柱により電気的に接続したものである。
【０００８】
なお、支柱が、各回路基板の側面から外方に突出することなく複数の回路基板を連結する
ようにしてもよく、支柱が半円形の断面形状に形成されていて、その外面の平面部分が回
路基板の側面とほぼ同面になるようにしてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図３は、内視鏡の挿入部の先端部分を示しており、１は、可撓管の先端に連結されて遠隔
操作によって屈曲する湾曲部であり、その先端に先端部本体２が連結されている。先端部
本体２の表面露出部分２ａは電気絶縁性のプラスチック材により形成され、湾曲部１との
連結部分２ｂは金属製である。
【００１０】
本実施例の内視鏡は、前方を観察するようにしたいわゆる前方視型内視鏡であり、観察窓
３が先端部本体２の先端面に配置されている。観察窓３の内側には、対物レンズ群４と固
体撮像素子５が配置されている。
【００１１】
対物レンズ群４は、金属製のレンズ枠６内にスペーサ７で所定の間隔をとって固着されて
いる。レンズ枠６の前半部外周部分には、電気絶縁性のプラスチック材からなる絶縁環８
が接合されている。
【００１２】
レンズ枠６の後端部分に固着された連結部材９は、正面から見ると矩形の外形形状を有し
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ていて、その外周部には、金属製のシールドパイプ１０の先端部分が嵌着、接合されてい
る。
【００１３】
シールドパイプ１０は、固体撮像素子５の形状に対応する矩形断面の筒状に形成されてい
て、シールドパイプ１０内には、対物レンズ群４によって結像される内視鏡観察像を撮像
するための例えば電荷結合素子（ＣＣＤ）からなる固体撮像素子５が、撮像面を前方に向
けて固定されている。
【００１４】
固体撮像素子５の撮像面は対物レンズ群４による被写体の結像位置に配置されており、撮
像面の前面には、ＹＡＧレーザ光カットフィルタ１２が貼着されている。
【００１５】
シールドパイプ１０内には、固体撮像素子５に入出力される信号を処理するための電子部
品２０が、回路基板２１，２２に取り付けられて固体撮像素子５の後側に隣接して配置さ
れている。そして、信号ケーブル２３がそこから後方に引き通されている。
【００１６】
この実施例においては、回路基板２１，２２は固体撮像素子５の撮像面と平行に並列に二
枚並んで設けられており、回路基板２１，２２の存在のために挿入部の先端の径が太くな
らないように、各回路基板２１，２２は固体撮像素子５の前面投影形状から出っ張らない
大きさに形成されている。
【００１７】
二枚の回路基板２１，２２は、導電性の材料からなる複数の支柱３０によって機械的に連
結されると共に電気的に接続されている。以下、その連結、接続部分の詳細な構造につい
て説明をする。
【００１８】
各回路基板２１，２２には、図２に示されるように、側面部分に、各回路基板２１，２２
間で位置を合わせて複数対の切り欠き２６が形成されている。切り欠き２６は、この実施
例においては半円状に形成されており、回路基板２１，２２上の電気回路に導通する導電
材が各切り欠き２６の縁部まで配線されている。
【００１９】
この切り欠き２６に対して、支柱３０の両端近傍に形成された溝３１が側方から係合し、
支柱３０が回路基板２１，２２に係止される。支柱３０は、例えば純銅製でもよく、或い
は真鍮素材に金メッキが施されたもの等でもよい。
【００２０】
支柱３０は、半円形の断面形状に形成されていて、図１に示されるように溝３１を切り欠
き２６に係合させると、支柱３０の外面平面部分が回路基板２１，２２の側面とほぼ同面
になり、支柱３０が回路基板２１，２２の側面から外方に突出しない。
【００２１】
回路基板２１，２２には多数の切り欠き２６が形成されており、二枚の回路基板２１，２
２にまたがって複数の支柱３０を係止させ、各切り欠き２６部分で導電材と支柱３０とを
半田付けする。
【００２２】
それによって、二枚の回路基板２１，２２が所定の間隔であい対向した状態に位置ずれな
く機械的に連結、固定された状態になり、同時に、各支柱３０を介して二枚の回路基板２
１，２２間の電気回路が電気的に接続される。
【００２３】
そして、回路基板２１，２２にリード線を半田付けする必要がある場合には、二枚の回路
基板２１，２２の間の位置関係が正確に固定されているので、容易かつ正しく行うことが
できる。
【００２４】
このようにして、連結固定された二枚の回路基板２１，２２を図１に示されるように固体
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撮像素子５の連結枠５ａに固定することにより、回路基板２１，２２が固体撮像素子５の
前面投影断面から出っ張らない正確な状態に固定され、そのユニットをシールドパイプ１
０に容易に挿入して組み付けることができる。
【００２５】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば回路基板２１，２２が三枚
以上並んで連結されるものであってもよい。
【００２６】
【発明の効果】
本発明によれば、複数の回路基板の各々の側面に位置を合わせて形成された複数対の切り
欠きに、導電性の複数の支柱の両端近傍に形成された溝を係合させることにより、複数の
回路基板を固体撮像素子の後側に並んだ正確な位置関係に容易に連結、固定して電気的接
続も同時に行うことができ、組み立てが大幅に簡易化されて短時間で行うことができるよ
うになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の固体撮像素子と回路基板とが一体的に連結固定されたユニット
の斜視図である。
【図２】本発明の実施例の二枚の回路基板を連結する状態の分解斜視図である。
【図３】本発明の実施例の電子内視鏡の先端部の側面断面図である。
【符号の説明】
２　先端部本体
５　固体撮像素子
１０　シールドパイプ
２１，２２　回路基板
３０　支柱
３１　溝
【図１】 【図２】



(5) JP 4426052 B2 2010.3.3

【図３】



(6) JP 4426052 B2 2010.3.3

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特公平０４－０３８４１８（ＪＰ，Ｂ２）
              特公昭４０－０２２０８９（ＪＰ，Ｂ１）
              実開平０１－０８９７７４（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０１－２２６１９２（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５８－０９２２９６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－２９３２９３（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５０－０００３７１（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－０８３２５２（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－２９０５４１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61B   1/00
              G02B  23/24
              H05K   1/14



专利名称(译) 电子内窥镜的尖端

公开(公告)号 JP4426052B2 公开(公告)日 2010-03-03

申请号 JP2000101733 申请日 2000-04-04

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

当前申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 川村素子
桂田弘之

发明人 川村 素子
桂田 弘之

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/26

FI分类号 A61B1/04.362.J A61B1/04.372 G02B23/26.D A61B1/00.680 A61B1/04.530 A61B1/05

F-TERM分类号 2H040/BA00 2H040/CA22 2H040/DA03 2H040/DA14 2H040/DA15 2H040/DA17 2H040/DA21 2H040
/GA03 4C061/AA00 4C061/BB02 4C061/CC06 4C061/DD00 4C061/FF40 4C061/JJ11 4C061/LL02 
4C061/NN01 4C061/SS01 4C161/AA00 4C161/BB02 4C161/CC06 4C161/DD00 4C161/FF40 4C161
/JJ11 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/SS01

代理人(译) 三井和彦

其他公开文献 JP2001275951A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供电子内窥镜的远端，其能够容易地连接多个平行布
置的电路板，以便以精确的位置关系与固体图像拾取元件的后部相邻，
以便还在以下处执行电连接。同一时间。解决方案：在电子内窥镜的远
端中，其中多个电路板21和22在平行于固体成像元件5的成像表面的方向
上平行布置，以便与固体的后部相邻成像元件布置在插入部分的尖端
中。多对对准凹口26形成在多个电路板21,22的侧表面上，并且多个电路
板21和22通过多个导电支撑30机械连接，导电支撑30具有形成在其中的
凹槽31。在其两端附近，横向锁定在凹口26中，并且形成在电路板21和
22上的电路电连接。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/143346b0-8a01-4f87-a244-dad1a0c292f4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018615724/publication/JP4426052B2?q=JP4426052B2

